
 

令和2年度事業報告 

 

Ⅰ．事業の概況 

1. 研究発表、討論、共同研究会等の開催 

第 62 回大会 

実行委員会 委員長： 周藤芳幸 

 委 員： 河江肖剰、門脇誠二、影山悦子、中野智章、 

西山伸一 

日 時 令和2年12月5日（土）14:00～17:30 

 令和2年12月6日（日）10:00～15:00 

会 場 名古屋大学（オンラインによる開催） 

参加者 143名 

公開講演 第326回公開講演会（項目8（1）参照） 

研究発表 6部会、46口頭発表 

 

2. 機関誌、その他研究に必要な資料、文献の公刊 

（1） 機関誌『オリエント』第 63 巻第 1 号および第 2 号を刊行した。 

第 63 巻第 1 号 令和 2 年 9 月 30 日発行、110 頁、770 部 

論文 2 篇、研究ノート 1 篇、書評 4 編、学会だより他 

第 63 巻第 2 号 令和 3 年 3 月 31 日発行、112 頁、770 部 

論文 1 篇、研究ノート 4 篇、研究動向 1 篇、書評 3 篇、学会だより他 

（2） 機関誌 Orient,vol.56 を刊行した。 

Vol.56（2021）令和 3 年 3 月 31 日発行、179 頁、300 部 

特集論文 8 篇、一般投稿短報 1 篇、書評 1 篇他 

 

3. 研究に必要な文献、遺物、標本等の収集、保存、公開 

（1） 海外から専門学術雑誌 19 点、国内から専門学術雑誌 59 点、内外の専門書

７点を、主として寄贈・交換により収集した。 

（2） 公益財団法人古代オリエント博物館の資料室にて、収集した文献等を会員

等に公開した。 

（3） 機関誌『オリエント』および Orientバックナンバーの電子化と公開を、 

独立行政法人科学技術振興機構（JST）の科学技術情報発信・流通総合システム

（J-STAGE）を通して進めた。 

 

4. 学術調査、共同研究 

なし 

 

1. 専門研究者の育成 

（1） 第 42回日本オリエント学会奨励賞を下記 1名に授与し、研究を助成・推奨した。 

矢口直英「『医学典範』注釈における医学研究―クトゥブッディーン・シーラーズィ

ーの先人批判」『オリエント』第 62巻第 1号 



 

6. すぐれた研究業績の顕彰 

第 6回三笠宮オリエント学術賞の選考を行い、今回は該当者なしとした。 

 

7. 国内および海外の他の学術団体との連絡、協力 

（1） 機関誌『オリエント』第 62巻第 2号および第 63巻第 1号を、国内の学術団体

68、海外の学術団体 19に送付した。 

（2） 機関誌 Orient,vol.55 を国内の学術団体 8、海外の学術団体 154 に送付した。 

（3） 日本学術会議協力学術研究団体である東洋学・アジア研究連絡協議会に参

加し、情報を収集した。 

（4） 依頼に基づき、日本学術会議、科学技術振興機構等の諸機関に学会の活動情

報等を提供した。 

（5） 公益財団法人古代オリエント博物館との協力により、図書資料等の管理と

公開をすすめた。 

 

8. 研究成果を社会に還元し、研究分野への社会の関心を高めるための講演会開催等の事業 

（1）公開講演会を以下のように開催した。 

※新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、予定していた第 326 回（第 57 回

総会時）と第 327 回（関西地区公開講演会、同志社大学一神教学際研究セン

ターと共催）の公開講演会を中止し、以下の通り実施した。  

 

第326回公開講演会 

公開シンポジウム「オリエントの学際研究―エジプト学の未来」 

講 師 馬場匡浩（早稲田大学） 

演 題 エジプトにおける学際研究 

講 師 山花京子（東海大学） 

演 題 古代エジプト・ファイアンス研究―研究領域のパラダイムシフ

トを目指して― 

講 師 永井正勝（東京大学） 

演 題 研究資源共有のためのプラットファームの開発：二人の言語学

者の発想から始まった言語資料のデータベース化 

講 師 森島邦博（名古屋大学） 

演 題 宇宙線イメージングによるクフ王ピラミッド内部の新空間の

発見と今後の展望 

コメント 川本悠紀子（名古屋大学） 

安岡義文（早稲田大学） 

司 会 河江肖剰（名古屋大学） 

日 時 令和2年12月5日（土）14:25～16:00 

会 場 名古屋大学（オンラインによる開催） 

参加者 156名  

 

※下記の講演会は令和元年度に実施予定であったが、新型コロナウィルス感染

症拡大防止のため令和 2 年度に延期し、実施した。 



 

第 325 回公開講演会 

（関西地区公開講演会、同志社大学一神教学際研究センターと共催） 

講 師 長岡慎介（京都大学） 

演 題 資本主義の危機と現代イスラーム経済の挑戦 

日 時 令和3年2月27日（土）13:00～14:20 

会 場 同志社大学一神教学際研究センター（オンラインによる開催） 

参加者 86名 

 

（2）セミナーの開催 

第 46 回栃木県オリエントセミナー（栃木県オリエント協会と共催）は新型

コロナウィルス感染症拡大防止のため、中止した。 

 

（3）第 14 回「オリエント世界」作文コンクールを実施し、応募作品のうち優秀賞

受賞者 1 名、入選者 4 名に賞状と副賞、応募者全員に参加賞を贈った。 

 

9. 会員の親睦協力を促進するための事業 

今年度の会員の懇親会はコロナウィルス感染症拡大防止のため、中止することと

した。 

 

10. その他、この法人の目的を達成するために必要な事業 

(1) 平成 31 年度・令和元年度公益目的支出計画実施報告書等を内閣総理大臣宛て                                     

提出した。 

(2) 公益目的支出計画実施完了確認請求書を内閣総理大臣宛て提出し、確認書を

受領した。 

(3) 学会ウェブサイト、ツイッターおよびメーリングリストを運用した。また学

会ウェブサイトの運用を補佐する会員として学会サポーターを新設した。 

(4) 国内外の研究教育機関等の求めに応じて機関誌『オリエント』116部、Orient 

25部、『三笠宮崇仁親王殿下追悼古代オリエント論文集』26部を販売した。 

 

Ⅱ．処務の概要 

1．役員等に関する事項       令和 3 年 3 月 31 日現在 

役名 氏 名 理事・監事就任年月日 担当職務 手当 現  職 

会 長 

常務理事 

常務理事 

理 事 

理 事 

理 事 

理 事 

理 事 

理 事 

近藤 二郎 

江川ひかり 

小林 春夫 

赤堀 雅幸 

五十嵐大介 

池田  潤 

稲葉  穣 

菊地 達也 

髙宮いづみ 

平成 8年5月24日 

平成28年5月28日 

平成16年5月24日 

平成16年5月24日 

令和2年6月13日 

平成20年5月24日 

平成28年5月28日 

令和2年6月13日 

令和2年6月13日 

会長 

常務理事 

常務理事 

総務 

編集・事業 

広報・事業 

編集・事業 

事業 

広報・事業 

なし 

なし 

なし 

なし 

なし 

なし 

なし 

なし 

なし 

早稲田大学教授 

明治大学教授 

東京学芸大学教授 

上智大学教授 

早稲田大学准教授 

筑波大学教授 

京都大学教授 

東京大学准教授 

近畿大学教授 



 

2．職員に関する事項 

令和 3 年 3 月 31 日現在 

事務局長 小林春夫 平成 28 年 5 月 28 日就任 手当なし 常務理事兼務 

臨時職員 3 名（1 名/週 3.5 日、2 名/週 2 日） 

 

3．役員会などに関する事項 

（1）理事会 

第 565_1 回理事会（電磁的手段による理事会）  令和 2 年 5 月 22 日 

（1）第 57 回定時総会に関わる資料内容について     承認 

第 565_2 回理事会（電磁的手段による理事会）  令和 2 年 5 月 22 日 

（1）第 57 回定時総会の日程等の変更について     承認 

第 566 回理事会（オンラインによる開催）  令和 2 年 6 月 13 日 

  (1) 新任理事および監事の確認        承認 

  (2) 会長・常務理事の選出        承認 

  (3) 新しい理事の職務分担        承認 

 （4）会員の異動  入会：正会員 3 名     承認 

     退会：正会員 2 名     確認 

     削除：正会員 11 名     承認 

（5）次回理事会の日程について       調整 

（6）第 62 回年次大会について     継続審議 

第 566_1 回理事会（電磁的手段による理事会）  令和 2 年 7 月 20 日 

（1）第 62 回年次大会について       承認 

第 566_2 回理事会（電磁的手段による理事会）  令和 2 年 8 月 25 日 

（1）第 63 回年次大会について       承認 

第 566_3 回理事会（電磁的手段による理事会）  令和 2 年 8 月 5 日 

（1）会員の異動  入会：正会員 1 名     承認 

第 567 回理事会（オンラインによる開催）  令和 2 年 9 月 22 日 

(1) 前回議事録の確認         確認 

(2）会員の異動  入会：正会員 4 名     承認 

     退会：正会員 4 名     確認 

：維持会員 1 名     確認 

     削除：正会員 1 名     承認 

     逝去：維持会員 2 名     確認 

理 事 

理 事 

理 事 

理 事 

理 事 

理 事 

 

監 事 

監 事 

津村眞輝子 

西秋 良宏 

長谷川修一 

春田 晴郎 

森本 一夫 

山田 重郎 

 

長谷川 奏 

桝屋 友子 

令和2年6月13日 

平成18年5月24日 

平成30年6月2日 

平成22年5月24日 

平成26年5月24日 

平成20年5月24日 

 

令和2年6月13日 

令和2年6月13日 

事業・広報 

総務・事業 

編集・広報 

事 業 

広報・事業 

編集・事業 

 

監査 

監査 

なし 

なし 

なし 

なし 

なし 

なし 

 

なし 

なし 

古代ｵﾘｴﾝﾄ博物館研究部長 

東京大学教授 

立教大学教授 

東海大学教授 

東京大学教授 

筑波大学教授 

 

早稲田大学客員教授 

東京大学教授 



（3）令和 2 年 4 月～7 月分収支実績       承認 

（4）公益目的支出計画完了確認請求書の提出について    承認 

（5）第 62 回大会の準備状況について       承認 

（6）第 63 回年次大会について        承認 

（7）第 325 回公開講演会（関西地区共催）について     承認 

（8）第 326 回公開講演会（大会時）について      承認 

（9）第 42 回奨励賞の詮衡について       承認 

（10）第 14 回「オリエント世界」作文コンクールについて    承認 

（11）第 6 回三笠宮オリエント学術賞の選考について     承認 

（12）編集委員会より         承認 

（13）広報委員会より         承認 

（14）学会運営について      継続審議 

（15）次回理事会について        調整 

第 568 回理事会（オンラインによる開催）  令和 2 年 12 月 22 日 

（1）会員の異動  入会：正会員 3 名     承認 

（2）令和元年 8 月～11 月分収支実績       承認 

（3）公益目的支出計画の実施完了の確認書について     承認 

（4）第 62 回大会について        承認 

（5）第 63 回大会について        承認 

（6）第 325 回公開講演会（関西地区共催）について     承認 

（7）第 326 回公開講演会（大会時）について      承認 

（8）第 14 回「オリエント世界」作文コンクールについて    承認 

 （9）三笠宮オリエント学術賞の選考について      承認 

 （10）編集委員会より         承認 

（11）広報委員会より         承認 

（12）寄附金の受け入れについて       承認 

（13）事務局冬期閉室について          承認 

（14）次回理事会について        調整 

第 569 回理事会（オンラインによる開催）  令和 3 年 3 月 23 日 

（1）会員の異動  入会：正会員 1 名     承認 

     退会：正会員 5 名     確認 

（2）令和 2 年 12 月、令和 3 年 1 月、2 月収支実績     承認 

（3）第 58 回定時総会について       承認 

（4）令和 2 年度事業報告について       承認 

（5）令和 3 年度事業計画について       承認 

（6）令和 3 年度予算案について       承認 

（7）第 6 回三笠宮オリエント学術賞について      承認 

（8）第 62 回大会決算について       承認 

（9）第 63 回大会準備状況について       承認 

（10）第 325 回公開講演会（関西地区講演会）について    承認 

（11）第 327 回公開講演会（総会時）開催について   継続審議 

（12）香川オリエントセミナーの共催について     承認 

（13）第 46 回栃木県オリエントセミナーの共催について    承認 



（14）編集委員より         承認 

（15）広報委員会より         承認 

（16）維持会員向け書籍の選定について      承認 

（17）その他について         承認 

 

4．許可、認可、承認、証明書に関する事項 

公益目的支出計画実施報告書が内閣府に受理され、一般社団法人への移行が完了

した。 

 

5．契約に関する事項 

       なし 

 

6．寄付金 

   令和 2 年 12 月 4 日付で東京個人より 2000 万円の寄付があった。 

 

7．その他重要事項 

なし 

 


